
東山小学校だより

平成３０年１１月２６日

※ 町内配付 １１月２６日

教育目標 「心豊かに たくましく 自ら学ぶ 東山の子」

芸術・文化と笑顔があふれた「文化祭・学習発表会」芸術・文化と笑顔があふれた「文化祭・学習発表会」
11日(日)に文化祭・学習発表会を開催いたしました。まずは、盛会のうちに開催できましたこ

とを、共催・ご協力いただきました東山地区振興協議会の皆様、そして保護者、来賓、地域の皆様

に心より感謝申し上げます。

作品展にはPTA・地域の皆様から力作を多数出品いただき、一層華やかな展示となりました。

子どもたちが大人の作品に見入っている姿を目の当たりにし、これはとても大切な勉強で、貴重な

ことだと改めて思いました。こうした体験が、大人になったときに文化芸術に親しむ情操を育んで

ゆくのだと思います。

午前の体育館ステージでは、各学級が創意工夫をこらした学習

成果の発表をしました。

2年生は「東山の一日」と題して、4曲の歌を劇風に演じまし

た。小学生の頃に見た光景がふっと目に浮かんで、なんとも温か

い…そしてちょっと切ないような懐かしい心持ちになりました。

 
 



3,4年生の発表は国語で学習した詩の群読「言葉に気持ちを重

ねよう」でした。赤い法被姿で雰囲気を盛り上げながら、情景を

言葉に乗せて届けてくれました。なにより全員が楽しそうに演じ

ている姿が印象的でした。

5,6年生は社会科の歴史学習を

題材に、しりとり劇「これでみ

んなも歴史名人」として、歴史

上の人物や事件などを紹介する発表でした。中には「歴史？」と

思うもので笑いも交えながらも、さすが高学年らしい中身の濃い

発表だったと思います。

これらの学級発表は、どれも担任が指示したものでなく、子ど

もたちが自分たちで考え、創り上げたものです。笑いやウケばか

りをねらうのでなく、学習したことをきちんとした形で、見に来

られる方へのおもてなしの気持ちを込めて演じている姿を見て、

子どもたちの成長を感じ、とても嬉しくなりました。

学級発表の後は、3～6生の体育授業で行った創作ダンスの披

露、そして全校発表…親善音楽会でも披露した「闘牛の歌」「い

つだって」の合奏合唱でした。「闘牛の歌」では、これまで以上

の迫力を感じていただけたのではないでしょうか。「おわりの言

葉」でも3,4年生が、発表仕立てのくす玉演出をしました。ステ

ージ発表の後の子どもたちには「やりきった感」が溢れていまし

た。あの笑顔を見ることが、何よりいちばんの喜びです。

お昼は、学校田で穫れたお米とかぐらなん

ばんクラブの広井さん特製の「チキントマト

カレー」と「豚汁」を召し上がっていただき

ました。使われた器は80数枚で、何杯かはお

替わりがあったので、約90食ほど提供しまし

た。若干余ったごはんは、盛り付けをしてくださったおかあさん方が即

席でおにぎりをこしらえてくださり、ご希望の方にお持ち帰りいただき

ました。カレーも豚汁も、そしてお米もほんとうに美味しく、大満足・

大満腹でした！



午後は「親子で勾玉づくり体験」を東山地区振興協議会（学校後援会）の皆様から催していた
まがたま

だきました。県立歴史博物館の専門研究員 中澤広行様を講師としてお招きし、参加者みんなで一

生けんめいに勾玉を作りました。滑石という柔らかい石をヤスリで削り、形を整え、さらに磨いて、

ひもを通して、ようやく自分だけの勾玉の首飾りが完成しました。

「親子で…」ということでしたが、おもしろいことに親子ではない親と子があちこちに見受けら

れました。何の違和感もなく、誰かのお父さんやお母さん、または区長さんたちと一緒に勾玉づく

りをしている子どもたち…最初は「あれっ？」と思いましたが、この光景を見ているうちに、これ

こそ東山地区の良さ、ウチの学校の良さなのだと思いました。

さわやかな秋の一日、芸術、文化そして笑顔がたくさんの素敵な一日を過ごすことができました。

多くのご来校くださった皆様、本当にありがとうございました。

校内＆中学校区「いじめ見逃し０集会」校内＆中学校区「いじめ見逃し０集会」
ゼロ

15日(木)の３校時に「いじめ見逃し０集会」を行いました。その名のとおり、東山小学校全校

で「いじめを見逃さない。許さない。」という意識を高める集会です。先月の生活目標にも書いた

ように、東山小学校では全校児童が仲良く、いじめが起こりにくい風土があります。しかし「嫌な

ことをされたことがある。言われたことがある。」という人が半数近くもいることが分かりました。

集会では「友だちが泣いている」という教材を全校児童で真剣に話し合いました。いじめは四層

構造（被害者、加害者、観衆、傍観者）になっていること。また、知らず知らずのうちに観衆や傍

観者となっていじめに加担してしまうことがあること。そして、相手の感じ方によっては加害者に

なる（いじめをしてしまう）ことがあるということを学びました。

とても良かったのは、話し合いを進める中で、「いじめはダメだけど、こわくて『やめな』と言

えない。」というような、子どもたちの本音がたくさん出たことです。このようないじめをめぐる

様々な状況や気持ちを共有しながら、「どうしたら良いのだろうか」「どうしたら仲裁者になれる

か」ということを全校児童みんなで話し合いました。子どもたちがまた一つ成長しました。

この取組について、5,6年生が一週間後の22日に東小千谷中学校で行われた「小中合同いじめ

見逃し０集会」で紹介し、様々なエクササイズを行ってきました。

ぜひご家庭でも「いじめ」を話題にしていただき、お父さんお母さんのお考えを伝えていただき

たいと思います。



東山小学校 12月の生活目標

もっと自分を輝かせよう！めざせ「東山○○Ｎｏ１」!!もっと自分を輝かせよう！めざせ「東山○○Ｎｏ１」!!
かがや

● ２学期にがんばったことをふり返り、自分をほめてみよう！

● もっとがんばりたいことを見つけて、「Ｎｏ１」をめざして取り組もう！

11月には「友だちの良いところを見つけよう！」という目標で、学習発表会への取組や様々

な活動を通じて、友だちの頑張りや良さを認め、「いいね」を伝え合いました。

12月に入ると、いよいよ２学期も大詰めです。まずは様々な活動や行事があった２学期をふ

り返って、がんばったことや良かったことを思い出して、今度は自分に「いいね」をしてほしい

のです。

そしてふり返ったことの中から「もっとがんばりたいな」「もっとできそうだな」ということ

を見つけたり、新たに「やってみよう！」と決意したりして、終業式までの間「東山○○No1」

をめざして取り組んでほしいと思います。例えば「東山 あいさつ No1」「東山 そうじ大好き

No1」「東山 えがお No1」など、どんなことでも良いのです。

「No1」といっても、もちろん誰かと競うことが目的ではありません。でも、時には「一番に

なってやろう！」と精一杯取り組むことは大切なことです。


